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新規分子内電荷移動（ICT）型色素の分子設計
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• 複雑な分子構造が
しばしば報告される

適切な分子修飾により、単純な分子構造でTADFを発現させる
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電子求引性基の導入基本構造
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π-スペーサーの導入

ポリメタクリル酸メチル（PMMA）薄膜中の発光特性
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電子ドナーと電子アクセプターをねじる
→ ΔESTが減少

一般的な分子設計
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• 電子求引性基の導入: 励起一重項（S1）準位の安定化によりTADFを発現
• π-スペーサーの導入: 三重項（T1）準位の不安定化によりTADFを促進

適切な分子修飾により、単純な構造の分子においても
TADF材料になりうることを明らかにした
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